令和元年12月13日


「分析化学における不確かさ研修プログラム」の報告
実行委員長・化学物質評価研究機構：四角目和広
1.　令和元年の実施状況

主催；日本分析化学会、日本電気計器検定所(JEMIC)
特徴；受講者と講師の対話型の研修セミナー

開催日時：第30回：H31.2.7-8、第31回：R1.6.27-28、第32回：R1.10.3-4
（時間9:30～16：30）

受講者：計38名（30回～32回）
会場：日本電気計器検定所(東京都港区芝浦4-15-7)
講師：CERI(山澤、沢田)、JEMIC(中村)

受講料：会員；52,000円、会員外；62,000円
2.　講義内容

第1日 (9:30～16:30)

1. イントロダクション、2. 演習：温度の測定、3. 不確かさとは何か？ 4. 用語についてPart Ⅰ（計測用語(JIS K 0211)の説明）、5. 不確かさ評価の概要、6. タイプAの不確かさ評価、7. 演習：タイプAの不確かさ評価、8. 確率分布について-1、9. Bタイプの不確かさ評価、10. 演習：Bタイプの不確かさの要因、11. 確率分布Part Ⅱ
第2日 (9:30～16:30)

12. 初日のおさらい、13.用語の定義Part Ⅱ、14.不確かさの合成と拡張、15. 演習：合成標準不確かさと拡張不確かさ、16事例紹介（JSACのセミナー等紹介）、17. 演習：間違い探し、18. 分析化学における不確かさ総合演習（3題）、19.不確かさの利用について、20. まとめ
3.　今後の予定

第33回目開催；2020年1月30～31日に実施を予定。
内容；開催場所等は日本電気計器検定所(東京都港区芝浦4-15-7)を予定。

4.　その他

平成19年2月の第1回開催から32回開催、合計604名の受講者

	「分析化学における不確かさ研修プログラム」開催概要

	回数
	開催日
	受講者数
	会場

	
	(第1回～第19回)
	(計373)
	(報告済み)

	20
	平成27年 6月18日  ～ 6月19日
	18
	日本電気計器検定所 本社

	21
	平成27年11月12日 ～ 11月13日
	18
	日本電気計器検定所 本社

	22
	平成28年 7月21日 ～ 7月22日
	22
	日本電気計器検定所 本社

	23
	平成28年 12月15日 ～ 12月16日
	16
	日本電気計器検定所 本社

	24
	平成29年 2月16日 ～ 2月17日
	11
	日本電気計器検定所 本社

	25
	平成29年 7月13日 ～ 7月14日
	24
	日本電気計器検定所 本社

	26
	平成29年11月9日 ～ 11月10日
	20
	日本電気計器検定所 本社

	27
	平成30年 3月1日 ～ 3月2日
	23
	日本電気計器検定所 本社

	28
	平成30年 6月28日 ～ 6月29日
	24
	日本電気計器検定所 本社

	29
	平成30年11月1日 ～ 11月2日
	17
	日本電気計器検定所 本社

	30
	平成31年 2月7日  ～ 2月8日
	13
	日本電気計器検定所 本社

	31
	令和元年6月27日 ～ 6月28日
	14
	日本電気計器検定所 本社

	32
	令和元年10月3日 ～ 10月4日
	11
	日本電気計器検定所 本社

	33
	令和2年1月30日 ～ 1月31日
	
	日本電気計器検定所 本社


合計:604名

[image: image1.jpg]



